
Digital Signal Technology REV2.2 20101

１０ＧＨｚ信号発生ユニット
ＤＤＳＳＧ－１０Ｇ

伝送仕様書

Revision history

REV1.0 09-08-2005 初版
REV2.0 10-27-2006 スイープパラメータ変更追加
REV2.1 11-02-2006 ステップ時間設定誤記訂正
REV2.2 11-04-2010 SWEEP／BLANK TIME の時間分解能設定コマンド追加

（株）デイエステクノロジー
埼玉県朝霞市北原２－９－１０
TEL 048-470-7030 FAX 048-470-7022
http://www.dst.co.jp



Digital Signal Technology REV2.2 20102

１．インターフェース
［１］外部インターファース ＲＳ－２３２Ｃ 調歩同期

＜物理的条件＞
・通信速度 ９，６００ｂｐｓ
・データ長 ８ｂｉｔ
・パリティ なし
・ストップビット １ｂｉｔ
・外部接続ケーブル ストレート
・コネクタ Ｄ－ｓｕｂ９ｐｉｎ（MALE）

２．通信プロトコル

２－１．送受信コード
使用するコードは基本的にＡＳＣＩＩコードである。
数値パラメータは全て１６進数（ＨＥＸ）とする。
アルファベットは全て大文字のアスキーキャラクタとする。
’Ａ’～’Ｆ’のアルファベットは必ず英大文字を使用してください。制御コードは０Ｄｈｅｘと０Ａｈｅｘのみ使用します。
ターミネータは［ＣＲ］（０Ｄｈｅｘ）とする。
説明では０Ｄｈｅｘなら＜０Ｄｈ＞とＨＥＸコードは表記し、＿（アンダーバー）はスペース＜２０ｈ＞の意味です。
装置側では０Ａｈｅｘコードを受信しても無視しますので、テキストファイルでコマンド／データを送ることが可能です。

２－２．コマンドに対する受信異常レスポンス

２－２－１．無応答（レスポンスなし）

通信エラー等でコマンドが完了してない場合は無応答状態となります。
送信側でコマンドを送信してから１秒以上経過しても受信正常レスポンスが返らないとき、この送信を放棄してください。
１秒以上経過後に再度コマンド等を送信してください。

※ 再送する前にダミーでＣＲ（ターミネータ）を送ってください

２－２－２．受信異常レスポンス

・異常レスポンス
？［１バイトエラーコード］＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

１バイトエラーコードは１バイトのＨＥＸコードをアスキーコード２バイトに変換したものです。
０２ｈｅｘのエラーコードの場合は

？０２＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

と返ってきます。
エラーコードの意味は対応するＢＩＴに１がセットされていればエラーです。

・ＢＩＴ０ コマンドエラー（該当コマンドがない） ：正常受信が出来なかったのでコマンドを再送する
・ＢＩＴ１ パラメータエラー ：パラメータが正しくないのでコマンドを再送する
・ＢＩＴ２ 設定エラー ：現在の設定・状態ではそのコマンドは実行不可能
・ＢＩＴ３ 予約（未使用）
・ＢＩＴ４ 予約（未使用）
・ＢＩＴ５ 予約（未使用）
・ＢＩＴ６ 予約（未使用）
・ＢＩＴ７ シリアル受信バッファオーバーフロー ：受信バッファがオーバーフロー

異常レスポンスが返ってきましたら、必要に応じてコマンドやデータの再送処理を行ってください。
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２－３．コマンド

２－３－１．スタート周波数設定コマンド
ＳＷＥＥＰのスタート周波数を設定します。即時に出力周波数を更新します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：００００００００ｈ～６６６６６６６６ｈ（装置の出力周波数範囲とは異なります）

スタート周波数を１０．３５ＧＨｚに設定するには
計算式：設定データ（バイナリ４バイト）＝（出力周波数／６４）×２＾３２／１ｅ９ であるから

（１０．３５ｅ９／６４）×２＾３２／１ｅ９ ＝ ２９６６６６６６ｈ

・コマンド ＦＳ２９６６６６６６＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－２．デルタステップ周波数設定コマンド
１ステップのΔ周波数を設定します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：００００００００ｈ～ＦＦＦＦＦＦＦＦｈ（２の補数）

スタート周波数にデルタステップはステップ毎に加算されます。
計算式：ΔＦ設定データ（バイナリ４バイト）＝（ΔＦ／６４）×２＾３２／１ｅ９ であるから
実際の設定値は整数ですのでΔＦは上の計算式で割り切れる数値でない場合は誤差を生じます。
設定値は ６４ｅ９／２＾３２（１４．９０１Ｈｚ）の整数倍にすると割りきれます。
周波数増加方向スイープの設定値は００００００００ｈ～７ＦＦＦＦＦＦＦｈ
周波数減算方向スイープの設定値はＦＦＦＦＦＦＦＦｈ～８０００００００ｈ
になります。
ΔＦを１ＭＨｚにする場合は

（１ｅ６／６４）×２＾３２／１ｅ９＝６７１０８．８６４
小数点以下は四捨五入して 設定値は６７１０９（０００１０６２５ｈ）を設定します。
実際のΔＦは１．０００００２０３ＭＨｚとなります。

・コマンド ＤＦ０００１０６２５＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－３．ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ（トリガ・ハイ時間）設定コマンド
ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥを設定します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：０３Ｅ８ｈ～ＦＦＦＦｈ（トリガ時間分解能／ｂｉｔ）

トリガ時間分解能が２μｓの時にＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥを１２ｍｓに設定するには
計算式：設定データ（バイナリ２バイト）＝ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ／２μｓ（トリガ時間分解能）であるから

１２ｍｓ／２μｓ ＝ １７７０ｈ

・コマンド ＴＨ１７７０＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－４．ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥ（トリガ・ロー時間）設定コマンド
ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥを設定します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：０３Ｅ８ｈ～ＦＦＦＦｈ（トリガ時間分解能／ｂｉｔ）

トリガ時間分解能が２μｓの時にＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥを１３１．０７ｍｓに設定するには
計算式：設定データ（バイナリ２バイト）＝ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥ／２μｓ（トリガ時間分解能）であるから

１３１．０７ｍｓ／２μｓ ＝ ＦＦＦＦｈ

・コマンド ＴＬＦＦＦＦ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞
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２－３－５．ＳＷＥＥＰスタート・コマンド
ＳＷＥＥＰ出力をスタートします。
ＳＷＥＥＰ出力中ではコマンドは無効です。コマンドを送信すると設定エラーになります。

※この時、絶対値（スタート周波数－エンド周波数）＜ １４．９ＫＨｚの場合は設定エラーになります。

・コマンド ＴＳ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－６．ＳＷＥＥＰエンド・コマンド
次のＳＷＥＥＰ出力を待ってからストップします。

・コマンド ＴＥ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－７．パラメータ・セーブ・コマンド
現在設定されているデータ（スタート周波数／エンド周波数／ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ／ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥ／
ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ／トリガ時間分解能設定／ＥＣＨＯ設定）をＥＥＰＲＯＭに記憶します。

・コマンド ＰＳ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－８．ステータス取得・コマンド
現在の設定されているデータなどを取得します。

・コマンド ＳＴ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊２９６６６６６６＿０００１０６２５＿０２７１＿１３８８＿ＦＦＦＦ＿００＿０１＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①…スタート周波数
②…デルタステップ周波数
③…ステップ時間
④…ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥ
⑤…ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥ
⑥…トリガ時間分解能
⑦…装置内部のＰＬＬ ＬＯＣＫフラグ（０１：ＬＯＣＫ ００：ＵＮＬＯＣＫ）

２－３－９．ステップ時間設定コマンド
１ステップの時間を設定します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：０００１ｈ～ＦＦＦＦｈ
８ｎＳ分解能で最大 ８ｎＳｘ６５５３５（ＦＦＦＦｈ）＝５２４２８ｎＳの設定が可能です。
１２μＳに設定する場合は １２μＳ／８ｎＳ＝１５００＝０５ＤＣｈ

・コマンド ＳＤ０５ＤＣ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－１０．トリガ時間分解能設定コマンド
トリガ時間分解能（ＳＷＥＥＰ／ＢＬＡＮＫ ＴＩＭＥ）を設定します。
ＳＷＥＥＰ出力中では設定が出来ません。コマンドを送信すると設定エラーになります。
設定可能範囲：０ｈ～３ｈ

パラメータ 時間分解能
０ ： ２μｓ
１ ： ４μｓ
２ ： ８μｓ
３ ： １６μｓ

ＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥを１ｓに設定する場合は１ｓ／１６μｓ＝Ｆ４２４ｈになり１６μｓ以下ではＳＷＥＥＰ ＴＩＭＥの
最大値を超えてしまうのでこの場合はトリガ時間分解能は１６μｓに設定するので

・コマンド ＲＴ３＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞
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２－３－１１．ＥＣＨＯコマンド
エコーバックの有効／無効を設定します。

パラメータ 設定
０ ： 無効
１ ： 有効

エコーバックを有効にするには

・コマンド ＥＣＨＯ１＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－１２．ＨＥＬＰコマンド
ヘルプ・コマンド・メッセージの一覧を取得します。

・コマンド ＨＥＬＰ＜０Ｄｈ＞
・正常レスポンス ［ヘルプ・コマンド・メッセージの一覧］

＊＜０Ａｈ＞＜０Ｄｈ＞

２－３－１３．ＴＵＮＥＦコマンド（デバッグ用コマンド）
製造調整用のコマンドなので使用しないでください。

２－３－１４．ＤＥＢＵＧコマンド（デバッグ用コマンド）
製造調整用のコマンドなので使用しないでください。

３．各種パラメータとスイープ周波数、時間の関係

デルタステップ周波数

ステップ時間

スイープ時間

1ｍＳ

ブランク時間

ΔＦ

T_step

F_start

T_sweep

スイープエンド周波数の計算式は下記の通りです。

スイープエンド周波数＝F_start + (T_sweep/T_step ) * ΔF

※ブランク時間の１ｍｓはトリガ時間分解能が２μｓの時になり
４μｓの時で２ｍｓ／８μｓの時で４ｍｓ／１６μｓの時で８ｍｓになります。


